






研究目的:NICU 卒業児には、超重障児を含め、多様な障害児が存在する。これら障害児が、

早期からの療育体制に加わり、それなりの生活の豊さと必要な医療を受けられる必要があ

る。しかし実態は地域的にも、障害分野別にも様々な課題があると考えられる。ここでは

NICU 経過児の療育実態を検討し、地域療育システムが効率よく稼働していくには、どのよ

うな問題があるかを検討した。 


